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【手続補正書】
【提出日】平成26年12月12日(2014.12.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ディスプレイコントローラであって、
　フレームの複数のピクセルについての動作ピクセルデータを処理するピクセルプロセッ
サを備え、該ピクセルプロセッサが、
　　少なくとも１つのピクセルが、新しい更新の新しい更新領域内に存在し、かつ前記フ
レームの時間的にオーバーラップする現在の更新の現在の更新領域内に存在する場合に、
オーバーラップ領域を検出するオーバーラップ検出器と、
　　前記現在の更新の開始ピクセル値および終了ピクセル値と対応する、前記オーバーラ
ップ領域内の任意の衝突するピクセルを検出した場合に、異なる次の更新を要求する修正
要求を発令する衝突検出器であって、前記開始ピクセル値は、前記終了ピクセル値とは異
なるものであり、かつ前記終了ピクセル値とは異なる、前記新しい更新によって与えられ
た新しいピクセル値と対応している、前記衝突検出器と、
　　前記新しい更新の少なくとも１つの新しいピクセル値と対応し、かつ前記新しい更新
領域内に存在するとともに、前記現在の更新領域の外に存在する各ピクセルに対する動作
ピクセルデータを更新し、前記任意の衝突するピクセルに対する動作ピクセルデータを更
新しない構築プロセッサと、
　　前記現在の更新領域内に存在するとともに前記オーバーラップ領域外に存在する少な
くとも一つのピクセルと、前記新しい更新領域内に存在するとともに前記オーバーラップ
領域外に存在する少なくとも一つのピクセルとを同時に更新するディスプレイ処理システ
ムと
　を含む、ディスプレイコントローラ。
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【請求項２】
　前記新しいピクセル値が前記終了ピクセル値と異なり、かつ前記終了ピクセル値が前記
現在の更新の前記開始ピクセル値と同一である、前記オーバーラップ領域内の前記新しい
更新の任意の衝突するピクセルを検出した場合に、前記衝突検出器が前記次の更新を要求
する前記修正要求を発令する、請求項１に記載のディスプレイコントローラ。
【請求項３】
　前記新しいピクセル値が前記終了ピクセル値と異なる場合、および前記開始ピクセル値
が前記オーバーラップ領域内の少なくとも１つのオーバーラップするピクセルに対する終
了ピクセル値と同一である場合、前記構築プロセッサが、前記オーバーラップするピクセ
ルを前記新しい更新に再び割当てることによって、前記少なくとも１つのオーバーラップ
するピクセルの各々についての動作ピクセルデータを更新し、前記再び割当てることは、
前記オーバーラップするピクセルの終了ピクセル値を前記新しいピクセル値と置換するこ
とを含む、請求項１に記載のディスプレイコントローラ。
【請求項４】
　前記オーバーラップ領域内の各オーバーラップするピクセルに対して、前記新しい更新
によって与えられる対応する新しいピクセル値が、対応する終了ピクセル値と同一である
場合、および前記オーバーラップするピクセルが前記新しい更新に再び割当てられる場合
、前記衝突検出器は前記修正要求を発令しない、請求項３に記載のディスプレイコントロ
ーラ。
【請求項５】
　前記新しい更新によって与えられた対応する新しいピクセル値が、前記オーバーラップ
領域内の各オーバーラップするピクセルについて、対応する終了ピクセル値と同一である
場合、前記衝突検出器は前記修正要求を発令しない、請求項１に記載のディスプレイコン
トローラ。
【請求項６】
　前記ディスプレイ処理システムは、前記フレームの順次スキャン更新の間、前記動作ピ
クセルデータを波形情報に変換し、前記変換することは、前記オーバーラップ領域が検出
された時、前記フレームの少なくとも１つのスキャン更新のために、前記現在の更新領域
に対する動作ピクセルデータの変換と同時に、前記新しい更新領域に対する動作ピクセル
データを変換することを含む、請求項１に記載のディスプレイコントローラ。
【請求項７】
　ディスプレイシステムであって、
　更新バッファおよび動作バッファであって、前記動作バッファがフレームの複数のピク
セルの各々に対する動作ピクセルデータを格納する、前記更新バッファおよび動作バッフ
ァと、
　前記フレームの新しい更新領域に対応する新しい更新に対して、少なくとも１つの更新
ピクセル値を前記更新バッファに格納する処理ユニットと、
　ディスプレイコントローラであって、
　　各新しい更新に対して、前記更新バッファから前記少なくとも１つの新しいピクセル
値の各々を読み出し、前記動作バッファから対応する動作ピクセルデータを読み出す、少
なくとも１つのフェッチブロックと、
　　前記新しい更新領域のいずれかのピクセルが前記フレームの現在の更新の現在の更新
領域内に存在する場合に、オーバーラップ領域を検出するオーバーラップ検出器と、
　　前記オーバーラップ領域が検出される場合、および前記オーバーラップ領域内の少な
くとも１つのピクセルが、前記オーバーラップ領域内の少なくとも１つのピクセルに対す
る新しい更新によって与えられた対応する新しいピクセル値とは異なる終了ピクセル値に
前記現在の更新によって更新されている場合に、前記処理ユニットに割り込みを発令する
衝突検出器と、
　　前記新しい更新領域内の、および前記現在の更新が完了する前の前記現在の更新領域
の外の、各ピクセルに対する前記更新バッファからの少なくとも１つの新しいピクセル値
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の対応する１つを用いて、前記動作バッファにおける前記対応する動作ピクセルデータを
更新する構築プロセッサと
　を含む前記ディスプレイコントローラと
を備えるディスプレイシステム。
【請求項８】
　前記オーバーラップ領域内の少なくとも１つのピクセルが、前記現在の更新によって更
新されていない場合であっても、前記終了ピクセル値が前記オーバーラップ領域内の少な
くとも１つのピクセルに対する前記対応する新しいピクセル値と異なる場合はいつでも、
前記衝突検出器が割込みを発令する、請求項７に記載のディスプレイシステム。
【請求項９】
　前記終了ピクセル値が、前記現在の更新によって更新されていないオーバーラップ領域
内の前記少なくとも１つのオーバーラップするピクセルに対する対応する新しいピクセル
値とは異なる場合はいつでも、前記構築プロセッサが、前記オーバーラップするピクセル
を新しい更新に再び割当てることによって、および前記終了ピクセル値を前記新しいピク
セル値と置換することによって、前記少なくとも１つのオーバーラップするピクセルの各
々の動作ピクセルデータを更新する、請求項７に記載のディスプレイシステム。
【請求項１０】
　前記オーバーラップ領域内の前記少なくとも１つのオーバーラップするピクセルの各々
に対して、前記新しい更新によって与えられた対応する新しいピクセル値が、対応する終
了ピクセル値と同一である場合か、または前記オーバーラップするピクセルが、前記新し
い更新に再び割当てられる場合に、前記衝突検出器は割込みを発令しない、請求項９に記
載のディスプレイシステム。
【請求項１１】
　前記新しい更新によって与えられた対応する新しいピクセル値が、前記オーバーラップ
領域内の各ピクセルについての対応する終了ピクセル値と同一である場合、前記衝突検出
器は割込みを発令しない、請求項７に記載のディスプレイシステム。
【請求項１２】
　前記ディスプレイコントローラは、前記フレームの順次スキャン更新の間、前記動作バ
ッファから前記動作ピクセルデータを波形情報に変換するディスプレイ処理システムをさ
らに含み、前記変換することは、前記オーバーラップ領域が検出される場合に前記フレー
ムの少なくとも１つのスキャン更新に対する動作ピクセルデータを変換することと同時に
、前記新しい更新領域に対する動作ピクセルデータを変換することを含む、請求項７に記
載のディスプレイシステム。
【請求項１３】
　前記ディスプレイコントローラは、
　複数のルックアップテーブルであって、該複数のルックアップテーブルの各々は、更新
に割当てられる時にアクティブであり、前記更新が完了された時に開放され、いずれの更
新にも割当てられない時には非アクティブであり、各アクティブなルックアップテーブル
は、対応する更新領域を含み、前記フレームのピクセルの各々に対する前記動作ピクセル
データが、前記複数のルックアップテーブルの１つを示すルックアップ番号を含み、前記
対応する動作ピクセルデータによって示されるルックアップテーブルがアクティブである
場合、および前記新しい更新領域のいずれかのピクセルが、示されたルックアップテーブ
ルの割当てられた更新領域内にある場合、前記オーバーラップ検出器が前記オーバーラッ
プ領域を検出する、前記複数のルックアップテーブルと、
　前記スキャン更新に先立って波形値を用いて前記複数のルックアップテーブルの各アク
ティブなルックアップテーブルをプログラムする更新フレームコントローラと
　をさらに含む、請求項１２に記載のディスプレイコントローラ。
【請求項１４】
　ディスプレイパネルのためのピクセル情報を処理する方法であって、
　ピクセルのフレームの新しい更新領域に対する新しい更新を検出すること、
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　前記新しい更新領域内の少なくとも１つのピクセルの各々に対する新しい値を受信し、
前記少なくとも１つのピクセルに対する対応する動作ピクセルデータを受信すること、
　前記新しい更新が少なくとも１つの現在の更新と時間的にオーバーラップする場合、お
よび前記更新領域が少なくとも１つの現在の更新の少なくとも１つの現在の更新領域と空
間的にオーバーラップする場合に、オーバーラップ領域を検出すること、
　前記オーバーラップ領域が検出された場合、前記オーバーラップ領域内でなく、かつ新
しい値が受信された新しい更新領域の各ピクセルに対して、前記対応する動作ピクセルデ
ータを更新すること、
　前記オーバーラップ領域が検出された場合、前記オーバーラップ領域内の各オーバーラ
ップするピクセルに対して、前記オーバーラップするピクセルが、前記新しい更新の新し
い値とは異なる終了値に対する少なくとも１つの現在の更新によって更新されている場合
、衝突を検出すること、
　前記オーバーラップ領域内で検出された各衝突に対して、対応するオーバーラップする
ピクセルに関する対応する動作ピクセルデータのための新しいピクセルの構築を行わない
こと、
　前記フレームの前記現在の更新領域内に存在するとともに、前記オーバーラップ領域外
に存在する少なくとも１つのピクセルと、前記フレームの前記新しい更新領域内に存在す
るとともに、前記オーバーラップ領域外に存在する少なくとも１つのピクセルとを同時に
更新すること、
　少なくとも１つの衝突が検出された場合、異なる次の更新に対する修正要求を発令する
こと
　を含む方法。
【請求項１５】
　前記衝突を検出することは、少なくとも１つの現在の更新の対応する終了値が、前記新
しい更新の対応する新しい値とは異なる各オーバーラップするピクセルに対して衝突を検
出することを含む、請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　対応する新しい値が前記終了値と異なる場合、および前記オーバーラップするピクセル
が少なくとも１つの現在の更新によって更新されていない場合に、対応する動作ピクセル
データ内の終了値を対応する新しい値と置換することによって、オーバーラップするピク
セルを新しい更新に再び割当てることをさらに含む、請求項１４に記載の方法。
【請求項１７】
　前記衝突を検出することは、前記オーバーラップするピクセルが前記少なくとも１つの
現在の更新によって更新されており、前記新しい更新に再び割当てられていない場合にの
み、オーバーラップするピクセルに対して衝突を検出することを含む、請求項１６に記載
の方法。
【請求項１８】
　各新しい更新について、フレームの順次スキャン更新の間、前記新しい更新が完了する
まで、前記フレームの各ピクセルに対する動作ピクセルデータを波形情報に変換すること
をさらに含み、
　前記オーバーラップ領域が検出された場合、前記変換することは、前記新しい更新によ
り更新された動作ピクセルデータを同時に更新すること、および前記フレームの少なくと
も１つのスキャン更新に対する少なくとも１つの現在の更新により更新された動作ピクセ
ルデータを変換することを含む、請求項１４に記載の方法。
【請求項１９】
　更新を検出すると、複数のルックアップテーブルの１つを前記更新および対応する更新
領域に割当てることによって、複数のルックアップテーブルの１つをアクティブ化するこ
と、
　前記フレームの各スキャン更新に先立って各アクティブ化されたルックアップテーブル
を、波形値を用いてプログラムすること、
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　対応する更新が完了した時、アクティブ化されたルックアップテーブルを非アクティブ
化すること
　をさらに含む請求項１４に記載の方法。
【請求項２０】
　前記オーバーラップ領域を検出することは、
　前記対応する動作ピクセルデータに格納されたテーブル番号が、前記複数のルックアッ
プテーブルのうちの１つのアクティブなルックアップテーブルを示すかを決定すること、
　前記対応する動作ピクセルデータにおける前記テーブル番号が複数のルックアップテー
ブルのうちの１つのアクティブなルックアップテーブルを示す場合、前記対応する動作ピ
クセルデータのピクセル位置が、前記複数のルックアップテーブルのうちの１つのアクテ
ィブなルックアップテーブルに割当てられている領域内にある時にオーバーラップ領域を
検出すること
　を含む、請求項１９に記載の方法。
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